
和泉小学校・いずみこども園等施設と和泉公園との一体的整備構想（素案）に対するご意見と区の考え方

意見提出
者の区分

No. 意見内容 ※1
反映
区分

区の考え方

在住者 ①

建物の老朽化や設備の関係で取り壊しやむなし、かつ建て替え期間中の子供たちの転校の不便を考え、公園部分に建てるということは分
からないではないですが、昨今建築費が異常なほどに高騰しており、またいざ建設が始まると、当初予算を大幅に超過する追加コストが
発生するのではないかと心配しています。
民間の建物の中に学校を同居させるのは基本御法度だと思いますが、区内の土地の少なさ、建設コストの高さを考慮すると、建て替えで
はなく、再開発ビルの中に学校施設を入れたり、補修をして継続しようしたり、近隣の学校に通わせる選択肢も検討いただきたいです。
あるいは、今後金利が上がり、誰もが家を買いたがらなくなり、新規の建設も減るような不況が訪れた際に、景気振興の意味で今より安
価に発注するのはありだと思います。

Ｄ

素案p30に記載のとおり、現施設は老朽化以外に児童数増加に伴う施設規模等
の課題があるため、補修等ではなく、今の時点で建て替えに取り組む必要があ
ります。
工事単価の上昇状況はご意見のとおりですので、素案p43の「概算事業費」に
おいても「工事費の増加などにより事業費は変化する可能性があります」と記
載しており、適宜、全体事業費を見直しながら、適切な予算化を図っていきま
す。

在住者 ②
新しい公園にバスケットゴールが欲しいです。飯田橋にあるようなバスケットボールができる場所が欲しい。よろしくお願いいたしま
す。

Ｃ

＜整備構想の策定後は、都市計画の変更手続きを行い、基本計画を策定した上
で新たな施設及び公園の設計を進めていきます（素案p44）＞

和泉公園には運動・遊び場機能を含めた多くの機能が期待されています（素案
p12）。こうした和泉公園に求められる機能を踏まえて、新たな公園の整備形
態については、いただいたご意見が反映できるかも含め、今後の公園設計の中
で地域のみなさまと意見交換等を行いながら検討していきます。

在住者 ③
現状、平日、休日問わず多くの子ども達が公園で遊んでいます。工事期間、長期に渡り使用できなくなるため、子どもの外遊び・水遊び
の場、自然とのふれあいの場がなくなってしまうことを心配しています。幼少期の外遊び等は重要かと思いますので、代替の場所やその
役割について十分に考慮していただきたいです。

Ｂ

幼少期における外遊び等の重要性については、いただいたご意見のとおりで
す。このため、素案p46に記載のとおり、工事期間中の和泉公園機能の代替と
して佐久間公園やいずみ児童遊園、和泉小学校の校庭（未使用時間帯の開放）
などの有効活用に加え、旧和泉町ポンプ所跡地も活用していく考えです。これ
ら４つのスペースにて利用者、時間帯、役割分担等を整理しつつ、さらなるス
ペースの確保についても留意していきます。

④
・せっかく一体的に整備するのだから、小学校、こども園、こどもプラザ、公園をそれぞれに構想を立てるのではなく、千代田区の教育
ビジョンにあるように、０歳～18歳までの子どもたちが一体的に集える場、育ち合える場になるとよい。特に、小学校とこども園の施設
は分離して考えるのではなく、５歳児と１年生の架け橋期をつなぐような共有施設であってほしい。

⑤ ・次期学習指導要領を見通して、子どもたちが主体的に学びを進め、深められるような新施設にしてほしい。

反映区分
Ａ…意見を踏まえ、整備構想に反映したもの
Ｂ…意見の趣旨が既に整備構想（素案）に反映されているもの
Ｃ…今後検討のために参考とするもの
Ｄ…その他

Ｃ

＜整備構想の策定後は、都市計画の変更手続きを行い、基本計画を策定した上
で新たな施設及び公園の設計を進めていきます（素案p44）＞

素案p40、p41に整備の方向性として「学校等施設と公園の連携」「異年齢同士
の交流の創出、共に成長できる環境の構築等、小学校、こども園、児童館的機
能の独立性確保と連携」を掲げており、いただいたご意見は、次期学習指導要
領の検討状況も注視しつつ、今後の基本計画や施設設計の中で反映できるか検
討していきます。

在勤者



意見提出
者の区分

No. 意見内容 ※1
反映
区分

区の考え方

（１）この計画について、特によいと思った点

⑥ 建物が新しくなる。

⑦ 仮校舎無しなので引越しの負担が小さい。

⑧ 各施設の規模が大きく拡大されることが良い。図書室も含め、より充実した施設にしてほしい。

⑨
公園の面積が不足するのを、校庭と高さをずらすことでうまく工夫されていると感じる。公園と校庭の共用は安全面、環境面からよく
ないと考えていたため、よかった。

（２）心配な点、改善してほしい点

⑩ 園庭が小さすぎる。０～５歳の６学年が過ごすことが難しい。

⑪
校庭と園庭（保育室）の階が分かれることで、こどもが自由に遊びに行くことができなくなる。その分人手の配置は必要になり、安全
管理が難しい。

⑫
現在の和泉公園は、風が強いと砂嵐になる。こどもの目に砂が入ってしまうため、新しい公園では砂嵐がおこらないように工夫してほ
しい（２名より同意見）。

⑬ 桜の木やどんぐりの木など、季節を感じることができる木を植えてほしい。こどもたちはどんぐり拾いが大好きである。

⑭ 桜の木もよいが、こどもが木登りできるような木も残してほしい。

⑮ あまり奇をてらった遊具ではなく、幅広い年齢のこどもが楽しめるベーシックな遊具を置いてほしい。

⑯ 遊具やベンチ等は、環境負荷の観点から、プラスチック製ではなく、長く使える素材を使用したものにしてほしい。

⑰
小学生の居場所が、建物内にも外（屋根の下）にもあるとよい。最近は、親の事情等から小学生がお互いの家に行くことがはばから
れ、公園やプラザが貴重なたまり場になっているため。

⑱ 公園にごみ箱を置いてほしい。

（３）特に優先してほしいこと

⑲ 保育室や園庭からの校庭への動線の改善。

⑳ 計画が延びることなく、早急に工事を進めてほしい。

㉑
今の和泉公園は、天然の芝生と、大小様々な樹木、植え込みがあり、都会ながらに自然を感じられるのが大人にもこどもにも魅力だと
考えている。特にこどもが自然環境に慣れ親しむ場として、とても貴重な存在である。新しい公園でも天然の芝生とし、可能な限り自然
を残してほしい。

（４）その他、今回の計画に関する意見

㉒
計画はまとまっているように思えるが、実際に保育を行なっている身からすると、あまりにも現状（人手やこどもの発達）からかけ離
れたものになっており、どのように保育を行なっていくのか考えられていないように感じている。現場の職員の声を聞いてほしい。

㉓ 今回の計画に期待している。

㉔ セキュリティの観点から芳林公園のように夜間は施錠してほしい。

㉕ ボールが飛び出すことがあるので高いネットを張ってほしい。

㉖ 図書館に自習室を作ってほしい。

㉗ 小さいこどもも小学生も過ごしやすい図書室としてほしい。

㉘ 近年猛暑が続いているので、熱中症対策の観点から室内でも快適で遊べる広めの空間があるとよい。

㉙
熱中症対策の観点から、公園内に日除けやクールダウンできる場所がほしい（ミストは気温を下げる効果があるものの蚊の温床になっ
たりするため避けてほしい）。

㉚ 公園の蚊の対策をしてほしい。

㉛ 桜は季節を感じられるため引き続き植えてほしい（イチョウは銀杏が落ちるので、避けてほしい）。

㉜ 保育園、幼稚園、小学校の授業終わりに習い事がそのまま同じ建物内でできるとよい。そのため、教室の設置を拡大してほしい。

㉝
じゃぶじゃぶ池を使用するのは、夏の期間だけであり、使用するこどもも２～５歳くらいに限られるため、あまりウェイトを置きすぎ
なくていいのではないか。千代田区全体でじゃぶじゃぶ池の規模にバランスがとれればいいのではないか。

※1 意見内容は原文のまま
※2 現施設に係る保護者・職員の団体が当該団体の会員個人（複数名の在住・在勤者）の意見を集約して提出

Ｂ

＜整備構想の策定後は、都市計画の変更手続きを行い、基本計画を策定した上
で新たな施設及び公園の設計を進めていきます（素案p44）＞

良い点として評価いただいた№⑥⑦⑧⑨の内容は本構想の幹となる部分であ
り、今後の基本計画や施設設計の中で具体化していきます。

在住者･
在勤者

※2

Ｃ

＜整備構想の策定後は、都市計画の変更手続きを行い、基本計画を策定した上
で新たな施設及び公園の設計を進めていきます（素案p44）＞

【№⑩⑪⑰⑲㉒㉕㉘㉜について：学校等施設関係】
素案第５章で示したとおり、公園は１階、校庭は２階と上下に分離することで
セキュリティを確保しつつ両者の機能を充実させる「人工地盤校庭パターン」
にて整備内容を具体化していきます。このため校庭は２階レベルとなり、こど
も園は送り迎えのしやすさ等に配慮して低層階に配置し、中層階は小学校の配
置を想定しています。
いただいたご意見は、こうした全体の配置を前提とした上で、今後の基本計画
や施設設計の中で反映できるか検討していきます。特に優先してほしいという
保育室や園庭から校庭への動線についてのご意見も、全体の配置の中で検討し
ていきます。
また、検討にあたっては、現施設の職員との意見交換を引き続き行っていきま
す。

【№⑫⑬⑭⑮⑯⑱㉑㉔㉕㉙㉚㉛㉝について：公園関係】
素案p12に記載のとおり、地域の核となる公園である和泉公園には多くの機能
（シンボル、運動・遊び場、先駆的活用、歴史資源、コミュニティ形成）を拡
充していくことが期待されています。これらの特色ある機能の他にも、公園の
基本機能である自然環境機能、憩い機能、防災機能も備えておく必要がありま
す。
こうした和泉公園に求められる機能を踏まえて、新たな公園の整備形態につい
ては、いただいたご意見が反映できるかも含め、今後の公園設計の中で地域の
みなさまと意見交換等を行いながら検討していきます。特に優先してほしいと
いう自然環境についても、今の和泉公園の状況をよく踏まえた上で検討してい
きます。
なお、公園の風環境については素案p36にシミュレーション結果を記載してお
り、施設と公園の敷地を入れ替えることで強風が生じる範囲が縮小することを
確認しています。

【№⑰㉖㉗㉙について：図書室･日除け･居場所関係】
現施設内にある区民図書室機能については、素案第５章に記載のとおり、屋根
付広場と共に公園内に新たに整備する考えです。いただいた図書館（室）や日
除け、居場所づくりについてのご意見は、これらの機能を公園からアクセスし
やすい位置に公園施設として整備することを踏まえて、今後の基本計画や施設
設計の中で検討していきます。

【№⑳㉓について：工事期間ほか】
現在想定している整備スケジュールを素案p44に記載しております。特に優先
してほしいという早急な工事の実施については、素案P45に記載のとおり、既
存建物を使用しつつ段階的に整備することになるため、安全に十分配慮しなが
ら適切に工事のスケジュール管理を行っていきます。


